
シリーズ OR 調保雑誌の構額 (2)

OR専門分野の雑誌

今回は，最近増えてきた， ORの専門分野のいくつかの雑誌を紹介する

獲談会とした.業苦手のOR ワ{カー・研究者・大学咲き主などが毎年 8 }jヨ誌

に 3. 4 泊のSSOR という，今年で1I@]!3となった研究会念持っている.

今夏は妙高高原で行なったが，その一夜下記の者が集まった.殺しい仲間

の会合ゆえ，議は雑誌の紹介にとどまらず，学界の動向やら，研究の交換

など，いろいろにはずんでトいる.

参加者はつぎのとおり (11良不問，敬称障害).書道機家縫(東北大).山本蕊

号車，若山邦総{法政大)，華接持号発{電力中研)，小島政幸治{東京工大)，沢ïI完

勝茂(南山大)，才i弁博昭，菊田健作(大阪大)，真鍋龍太郎(神戸商大)，

王手間義仲{姫路工大)，ほかに福島康人(妨衛研修所)，村上周太(九州工

大)のお 2 人からは紹介の資料守どいただいた.全体のとりまとめは真鍛が

行なった.

数理計閣の本山となった MathematicalProg. 

C : Mathematical Program鵡i柑{以下 MP と略す)

は Mathematical Prog. Society がサポートしている.

いま Bal泌総i が editor-in-chief で， IIASA にいるの

勺， とことが毒事務鴻みたいです. 1 空宇に 2 巻t誌で 5 年たっ

た.

G: 苦手表紙の MP Studiesが年に 3 締出る. これにいい

論文がのりますね.

E: それは MP~購読していると浅動的にくるの?

C: セットでしょ.単行本の形でも変える.

G :MP の Conference の発表論文集の形のものは出席

者にはただでくれるe まこだ参加費は潟い.

今密取り上げた雑誌

雑誌::t;，発行者普， (発行母体)，発行頻度，創刊年.

Mathe榔atical Programming, North-Holland 社，オ

ランダ. (つrhe Ma主hematical Programming Sか

ciety) ，年 6 腿(年 2 巻各3i号)， 1971若手.

J側rnal of Optimizati僻 Th郎市側d Applicat伽$，

Plenum Publishing Corporation，アメリカ，年

12@] (年 3 港各4 望号). 

Math抑持atics of Op抑・'ations Research, TIMS ・ ORSA

共F毒，年 4 図， 1976年.

Simulation; Technical JoU1加Z ザ The Society f� 

ωmputer Sim誕lation， Simul晶tionCouncils Inc吋

アメリカ， (The Society for Computer Simula-

毒事事

J: どんな線総ですかー

C: 関係のあるものしか読んでないけど， MPが出る前

というのは数還計磁の専門誌はなかったから，ほかのい

くつもの雑誌にほかの論文とまざって出てたけど，これ

が出てからは数理計溺の論文はほとんどこれがおめでい

る.

E: たとえば ORに出てたのはなくなって，これに移っ

てますか.

C， G: 少なくなっているが.OR では応用のが増えた，

D: 数理言十粛はどこまで入りますか.たとえばダイナミ

ック・ブ口グラミングとカh

G: 少ないですね.-g:だDPは i っか 2 つです.

C: ゲームも載ってますね.

tion) ，年12問，

Ne郎町長'S: 僻 lnterna#側'al Journal, John Wil吋&

Sons, Inc.，アメヲカ，年 4 図， 1971年.

T he lnternati，側al J.棚問alof Game Theory, Phsica 
Verlag，宏一スト担ア，若手 4 題，ゆ71年春

Computers 側d Operatio骨s Resea問h， Perga滋on

Pr皐量S， イ~!Jス， 年 4臨 1974年.

Decision Sci制ces， アメリカ意思決定科学学会(AIDS) ，

年 4 回， 1970生存.

Policy Sci制ces， EIsevi器r Scientific Publishing Co., 
オラ Yダ，年4fi若， 1宮10年.

Policy A榔lysi$， Un茁. of California, Berkeley，ア

メ1) 'h，年 4 沼， 1ヲ15年.
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A: 理論とアルゴリズムはどんな比率ですか.

C: うずこい文句では建設せることになっているけど，応、m

は少ないですね.おもに理論とアルゴリズムて、す.

D:LPのアルゴリズムもこれに入るのですかー

E: 入るけどLPのアルゴ世ズムの論文はもうたくさん

1Mているわけでないから，そういう意味で少ない.しか

し，数年前までだったら，この雑誌が出ていたら当然載

っていたでしょう.

J: 最近，基底行列の三角化の論文が出ている.これは

最近の主義婆な実献だと Geo飴ion が叢いている.

G: そういえば不動点の計算がよく出てますねーいろい

ろやり方があるらしい，

ダイナミヴクな最適f!:の雑誌 JOTA

C :MPよりも古いですね.この Jo却問alof Optimizaｭ

tﾎon 7'heory and Applications (J07' A と略す)は.

内容は数理計画とダイナミッグな最適化が中心……ー

G: 微分方程式で記述されるシステム.

1 制御というと理論と応用とある . SlAMJ. 僻 Coか

trol 雌d Optil持izatÎo抵は数学や理論3注視できちんと書

いてある.これは現実，たとえば機械のシステムなどと，

理論の中間にある.

F: 追跡ゲ{ムなんかも入ってますね.

1 最近徽分ゲームの特集号が出ましたーたとえば 2

人の追毒事務と逃亡者がいてそれをつかまえるのにどうい

う経路をたどったらいいかという問題.

G : SlAM J. のほうは一般現論です.

1 たとえば， SIAMのほうは 18絡むの本の例題をJ主体

的にあげることはなく数学的だが， J07'Atま Issac の例

会兵体的に取り上げたりする人もいる.

G これと Bellman の Math. A措alysÎS and Applicaｭ

ti側S とはどうちがいますかね…e

J : J07'A と MP とは箆次~見たかぎりでは共逮部分

は少ないようですね.

H: 整数言十爵t主事走りませんねー

D: 数理計画というのは若手テグ品カルなんですね.枠

組みができてきてて，その枠に入らないのが optimiza­

tion となるんじゃないんですか.

C: ダイナミッグなものは， MPには載りませんね.

F: 工学援の最遷化は山主主ちをどうやってするかという

計算の関緩ですが.

A: 山重量りはどんな雑誌がカパ{しているんですか.

F: 電気関係とか，化学工学とかにあり*すね.

OR の数学のみをあっかう Ma鵠emαtiC80fOR

J : Mathematics of Operati抑s Res綿rch (Math. OR 

1976 年 11 月号

と略す)は ORSA とすIMS が共i湾で今年から出してい

る.ORから発生した数学の論文で他の数学の雑誌に出

ていて読んでもらえてないものを，まとめようという緩

旨らしい.配布は， 01ミSA 会員は OR のほかに， TIMS 

会主主はMS のほかに， Interfaces かこの Math.OR を会

費のやに含めるということにしている.芳子(l官77年は

6 トりレ)追加すれば筒11もらえる.もちろん非会員は別

倒に購読できます.ただ今年 1 年かぎりは option の 2

穏とも忍っている.まだ Vol.!， No.l しかきてない，

G :OR が数学的になりすぎたから別の雑誌をという窓

向もあったようですね.撲は i つ読みました.折れ線 1

次遼ft方程式の濃論でナ.応用は書いてない.たぶん，

ある問題に究せするいい手法がないかというときに当って

みる機好の雑誌になると思います.数学的にはずいぶん

しっかりしてます.

J : ORjMS TODAY (ORSA とうrIMS の会報}によ

ると，受理されたのは27%ということです.

F: それは論文の性格によると思います.突は，私も 1

つ送ち*した.モデルをつくってやるのは数学的実獄で

ないので，ほかの雑誌に投稿するようにと指示されて返

されてきた. ここの editor がほかの雑誌の editor もして

いる.あくまでも数学の濁で，問題のモデル化などはほ

かへという方針のようです.

G: 最初出すときに相当投穣があったらしい.

B: たしかに論文の榛競合見てもわかりますね.応用と

かモデルはなくて， lemma, theorem妻……の論文だ.

F: 読んでみたらとルベルト空間上でなんだとか言って

るのでゾ{ツとした.

G: 突き芝関でやればいいのに拾象的にして，……僕はそ

ういうのは，だいたい突きを簡で解釈しているんですけど

{笑). 

E: ずいぶん薄いね.鉛ページぐらい.

F : Interfaces と問じぐらい.でも投稿から l 年以内に

載せるらしい.

アナログ諜の Simulation

A : Simulatio揮は名前は開くけど，中身はほとんど5誌で
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ないんです.だいたいアナログ系のシミュレ{ションを

あつかっている.

E: いつごろから出てるんですか.

J いま， volume 27 ですね.

A: もともと連続系をあつかっている人たちの論文が出

ていて，アナログのブロック線図で、書かれたのが、ンステ

ムという感じのものだね.

E: シミュレーションの意味はORの人のものと同じで

すね?

A: そういうものが最近まじってきたんではないです

か.物理系の炉の設計とか，粒子の放射とかが多い.

D: モンテカルロを使うのですか.

A: モンテカルロというのは少ない.離散的なシミュレ

ーションは少ない.

J 論文は articles と書いてある.解説みたいなものも

多い.

A: シミュレーションは IEEE Transaction on SSC 

(System Science and Cybanetics) にもよく載る.

C: こないだ本誌の 4 月号に載ったシミュレーション・

シンポジウムはこれと関係するの?

A: あれはこの雑誌の母体の The Society for Comｭ

puter Simulation, ACM, IEEE の Computer Society 

が共同で毎年やっている.古いんだ. 10岡目ぐらいでし

よ.

対象と結びついた Networks

D : Networks は伊理先生も advisory editor ですね.

B: 最初のころ宮沢さんの論文も載った.

J し、っときはコンピュータ・ネットワーグ関係の論文

がずいぶん載った.

E: その特集号みたいなものもあった.

J これはほかのとちがってネットワークというモノと

結びついた雑誌で、すね.もっともネットワークもひとつ

のモデルで、すが.

F: 通信関係も含まれてますか.

E: いや電子通信学会誌に載るようなものはないで、す.

J : Frank と Frisch という Network Analysis Corpoｭ

ration の人が中心らしい.センスとしては工学的ですね.

C: グラフ理論的なものは…・ーワ

J ありませんね.たとえば minimal spanning tree 

とし寸話があっても，コンビュータ・ネットワークに結

びついた，ひとつの中継点から出る線の数が限定された

場合の解法が出て，それも数学的というより dirty なも

のもある.

E: 交通のネットワークもあまり出ませんね.交通の雑

誌はほかにもあるから.数学のグラフの理論は ， J. 01 
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Combinatorial Theory や Discrete Mathematics があ

るのでこれには出ない. IEEE の中にもネットワークは

あるし.

G: ネットワーグ関係でいちばん権威のあるのはこれで

すか.

J だからどんなネットワークに興味があるかで・・・.

D: そうすると，この network ~土電子同路と訳ぜない

カタカナで書く分野ですね.

E:ORなんだよ.どこにも属さない中途半端のね.

B: ネットワーグの信頼性もありました.

J ユニークなレパートリーはあるようですね.

ゲーム理論の雑誌

E: この I河tern唱tional J. 01 Game T heory は，だれ

か専門家がし、たな.どこで出してるんですか.

F: ウィーンで、出している.ゲーム関係のかつての大ボ

スがずらりと editor になって.ゲームの理論はなんで

も載ってます.微分ゲームなんかも出ます.

G: ゲームの理論といってもわからないが，最近のトピ

ックというのは・...?

F: 非協力のほうでは，不完備情報ゲームです. Harsaｭ

nyi の出した論文に Aumann が批判を加えて，その弟

子がずらりと論文を出して，不完備ゲームに繰返しゲー

ム，多段ゲームを適用してなにかやってます.

1 協力ゲームのほうは， V on N eumann と Morgen­

stern の定義した解があるけどあまりうまくいってない・

その存在定理がだめになっていろいろ解が定義された.

協力ゲームと言ってもプレーヤーが 3 人だったら協力で

きる結託は 3 つで、すね.それが 4 人になると 10 ぐらいに

なる.プレーヤーの数が 1 つ増えると 2 倍になり，倍々

と増えてゆく.だから，解をいくら定義しても現実商へ

の適用はむずかしくなる.現実には 2 人 3 人で終わ

ることはなく， 100人とか200人になる.そうした解を計

算しうるものではない.いま大きい問題は計算です.

J グループのゲームの理論というのはないんですか.

1 チームを l つのプレーヤ{と考えるんです.

J ゲームで 100人にもなったら， 1 対 l で動くんではな

くて，たぶん自民党の派閥のようになって…・・.

G: あっちにつくか，こっちにつくかというのがあって.

J そう，ゲームの理論が 2 重 3 重のコンボリューシ

ョンになって使われる理論はないのかな.

D: ゲームではないが，チーム・セオリーというのがあ

りますね.

E : Marschak なんかがやっている.チーム理論という

のはちょっと，ゲームの理論とはちがうね.チームとし

て 1 つのデシジョンをする.だからチームの仲間がどん
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なふうに情報交換をするかとか・ぃ.競争者としてはチ

ームは l つなんだね.

F: プレーがちがって，デシジョンがちがって，目的関

数の一致しているのをチームというらしい.野球のゲー

ムがそうで、すね.損失関数，効用関数が 2 次のときだけ

うまくし、く.

J なんだか Journal の紹介がゲームの理論の紹介に

なったけど，ゲームの理論というのは知られてないの?

F: やっている人が少ないんですよ.

E: なにか特定の人だけやって，あまりほかの人は知ら

ない感じ.数理計画はORをやっている人はみななんと

なく興味があるみたいだけど.

J:ORの教科書に入っているしね.ゲーム理論は書い

てない教科書もある.

G: 応用が弱いからでしょうね.

F :-最初出てきたときは大いに期侍されたが，だんだん

やっているうちに・・ .この雑誌は知る人ぞ知るという

ところですね.

J でも専門誌はそれでいいんですよ . Networks だっ

てそうですよ.

学際的交流のための雑誌

J この雑誌 Computers and Operation Research (C 

& OR と略す)は知っている人がたくさんいそうだけ

ど，まだ知られてないね. 3 年目ですから. うらの広告

をみると， Computers and なんとかとし、う雑誌がたく

さんここし 2 年に出てます. Computer Languages, 

Computers and Chemistry, •••••• and Chemical Engiｭ
neering, ......and Education , .••••• and Geosciences， ・­

'--and Graρhics， ・・・・・・and lndustrial Engineering, -_. 

---and Management , ・ー・・・・and Mathematics 即ith Apｭ

plications, ••• _.. and 0ρerations Research, ...... and 

Physics , lnformation Systems. C & OR がし、ちばん古

し、

E: すごいねーェ.それだけ出して売れるのかな.

E: 日本の情報処理学会も，論文が多いから雑誌をわけ

るという案が出ている.そうするとこんなになっちゃう

かな-…? いや，なれないね.

J: 学際的な交渉が少ないとできるのかもしれない，友

人に教育心理の教室にいるのがいる.多変量解析は得意

だし，コンビュータもその教育学部でいちばん使ってい

る.その知人で，教育史の人や家族社会学の人から，た

くさんデ{タを見せられて，相談を受け，多変量解析に

かけて一緒にやったらしい.その過程はなんでもない話

だけど，それぞれの分野の学会にもっていったら認めら

れて，大いにやれと言われたといって驚いていた.その

1976 年 11 月号

両方を知っているとばからしいと言っていた.

A: われわれの先生は， r世の中を知っていて数学を知ら

ない人と，数学を知ってるけど世の中を知らないという

のがあまりにも多すぎる.僕みたいに両方知ってるのは

悲劇だね. J と言っている.それと同じ話だな.

J: 世の中が情報をどんどん正当に買ってくれるのなら

そうし、う人はL 、し、な.

B: 僕らのところにも同じことがある.土木屋さんは，

モデルをつくるとか，微分方程式をたてるのが精いっぱ

いなんだね.ところが電気屋さんは，もう方程式はでき

ているから，あとはオン・ライン的にいかに早く解くか

をやっている.だから同じ仕事をしていて，片方はメチ

ャクチャに早いアノレゴリズムをつくり出し，片方はモデ

ノレをつくりあげてどうでも答を出せばL 、 L 、というのと，

一緒に合わせるとピックリずることになる.

J あなたは，その仲人さんみたいに

B: そう，一緒に研究会をやっている.それまで、はつな

がりがなかった.

J: 建築，土木も素人限には近いけど，つながってない

んだろう.

B: 最近土木屋さんが建築に近づいてね，土木技術がひ

弱になったという戸もある.たとえば，昔はエイヤッと

勘でやるところもあったけど，いまやムダをなくしてキ

チッとした計算をやってくるもんだから，・

J: 夕、ムがこわれたり，橋が落ちたりなんてことに.土

木は，最適化をやると材料が何分の l か減ったりする.

B: そう，計算の最後で安全率をかける.これは未知の

現象への倍率なんだけどね.たとえば発電タービンのパ

イプだけど，蒸気の発生の瞬間のメカニ.ズムがわからな

いんだね.これがわかるとパイプへの力の加わり方がわ

かって，肉厚とかなんとか，かなり節約できるらしい，

それがわからず，爆発したり，漏れたりしないようにと

いうかなりの厚さを使うことになる.

分野によって専門化されすぎて，横のインターディシ

プリナリーな交換が少ないのかもしれない. こういう雑

誌もそういうためのものじゃないの.

J : Interfaces に， ORのプログラムをプログラマーに

まかせてしまってはいけない，という主張の意見が出た.

デシジョンのためには，かならずしも使いやすいプログ

ラムになるとはかぎらないからと言っている.

G: アメリカの教育では，計算機と統計学は，どの分野

の人にもやらせる.心理学であろうが教育学，社会学で

あろうがやらせる.そういう人たちのための，それぞれ

の専門だけでなく，統計やコンビュータと結びついた話

のものがあってもいい.そういう目的もあるんじゃない

かな.
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く〉

ここで話題が変わるまえに，座談会の出席者はまだ知

らない，意思決定や，公共政策関係の 3 つの雑誌につい

て，紹介の資料をいただいたのでつぎにあげる.

組織体の意思決定を論ずる Decision Sciences 

Decision Sciences は経営学上の問題解決に対する意

思決定科学の方法論の開発やその応用に興味ある研究者

や専門家のみならず，問題解決のために意思決定科学の

アプロ{チを探求しようとする経営科学の学生に対して

も役立とうとするアメリカ意思決定科学学会の学会誌で

ある.この学会誌の論文はつぎの 4 つの部門にわかれて

いる.

(1. 概念，理論，手法部門〕 意思決定過程の分野の

方法論，新しいまたは拡張した意思決定モデルや手法，

意思決定科学の理論の展開など方法論の開発に関する

論文.

(2. 応用と実施部門〕 経営学上の問題(市場，投資，

生産問題など)に対する意思決定科学の方法論の応用，

新しい手法のテスト，従来の手法の拡張，意思決定科

学の手法の実施における問題点や経験の議論など方法

論の応用と実施に関する論文.

(3. 教育部門〕 意思決定科学の方法論を理解させる

ための講義，カリキュラムの編成，指導方法やその効

果.教材の改善など学生の教育に関する論文.

(4. コミュニケーション部門〕 前号までの論文に関

する批評やコメント.

このように， Decision Sciences は意思決定科学の研究

者，企業家，学生を対象とした雑誌である.論文の数は

だし、たし、 7: 4: 3 : 2 の割合で理論のほうが多いが，数

理的な面に重点、をおいたものより，応用を意識した論文

が多いようである.

全体として，この雑誌は組織体の意思決定問題の解決

のために科学的方法論の応用をねらっている.

格調高い政策科学誌 Policy Sciences 

Policy Sciences は，初代編集長の E. S. クエード氏

(ランド研究所)が創刊号の“発刊の苦手"でつぎの 3 つ

の方針をあげている. 1) 政治学，社会学， OR，統計

的決定論など政策領域の方法論と原理をあっかう論文の

発表と討論の場を提供する. 2) 政策科学を推進し，政

策決定を行動科学や新しい学際的運動と結びつける. 3) 

政策決定のためのシステムや能力の改善を助ける.

クエード氏は同時に，抽象的論文，事例研究，時事問

題の分析，反論，書評，歴史的調査などを載せ，幅広い

性格のものにしたいと言っている.実際に，過去 5 年半
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の各号をみるとこの性格は貫かれているが，全体に格調

の高い論文が多い.なお政策科学自体が政策分析に比べ

て学問的あつかし、を重視するものとされている.

この雑誌は，発刊以来20余名の国際的な編集諮問委員

をおき，野村総研社長佐伯喜一氏も含まれている.

実際的処理を重視する Policy Anαlysis 

Policy Analysis の発刊 PRパンプレットからいくつ

か拾ってみると， 1) 新たに登場しつつある公共政策の

問題領域にかかわるすべての人の必要にこたえる.とく

に，政策実務分析者，学者と教師，および政策決定者に

とって創造的で，技法的に健全で，しかも政治的に実行

性のある代案を開発するに必要な諸側面を研究すること

が重要である. 2) いい分析と悪い分析の区別，分析に

影響をおよぽす政治上，機構上の要因を徹底的に究明し，

経験的作業に基盤をおくと同時に.中央および地方の緊

急問題に焦点、をあてる. 3) 久しく求められてきた評価

基準の確立に必要な各種作業の補強，となっている.

Policy Sciences に比べると問題の実際的処理を重視

している.本誌は，分析と問題点，分析依煩者と分析者，

方法論と実務，編集者への手紙，評論，書言平と項目をわ

けて，論文などを配列している.

(また座談会のつつ寺きに戻ります. ) 

<>---

J. of Queuing Theory は……?

A: こんなにあるのに，どうしてよ ofQueuing T heory 

はできないのかしら.

G: そんなに出たら OR はいらなくなる.

D: みなが Queue は頭打ちだと思っているからじゃな

いんで・すか(笑).いまさらつくってもと.

J: 論文の数は減った?

D: 出てますよ.

E: やっている人はORの中核だと思っているんじゃ伝

いの. OR学会の発表だって多いじゃない.

G: 理論的には終わりだけど，ケースの数だけ論文が出

ると言われていたらしい.

D: ペーパーは残るでしょう.僕の感じでは，ごく一般

的な理論か，ものすごく具体的な例ではこの方法でなけ

ればならないというようなものになる.

F : J. of Game T heoryはそろそろ頭打ちになるころ出

てきて…

J いや，ブレークスルーとして出たんではないの.

G: 具体的な問題がつぎつぎと出てくることはないの，

電話とかコンビュータのTSS とか.

J: そんなときは，数学的にやる前に，工学的にとにか
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くどろ臭くやってしまう.

D: どろ臭くやることはできる.でも，設計が終わって，

使ってみて過密になって，コスト最適化をやろうなんて

考えてきたところで理論が出てくる.

A 日下は採算に合っていればL 、い.

i の中でどうするか
たくさんの雑誌や論文 i をどうこなすか

J これだけ集まっているところで，こんなにたくさん

雑誌があるけど，みなさんそれでどうしてますか，とい

うことをうかがっておくと，読者のみなさんの参考にな

ると思うんですが. 1 つは，なにも読んでないで，こう

いうふうに人が揃ったところで， Iおもしろいことなァ

ーいj と聞くのもいい.そういう人を「おもしろ乞食J

とよんだ人がし、た.ところで，たくさんの論文をどうこ

なしてますか.

A: 消化不良ですよ.目次だけ見ておいておしまいです.

目次のコピーをとって，綴じておくことで終わりだね.

E: うちの大学で、はね，図書館に登録しておくと， くる

ごとに表紙(目次)のコピーだけ配ってくれる.

C: それはいい.

A: 表紙がきても，中身はなかなか見にいけない.

B: うちでは雑誌をとりすぎているから削ると言われて

いて，なんとかしなけりゃいけない.

D: これだけ新しい雑誌が増えてくると，いちいち読ん

じゃいられないから，自分で新しい問題を考えて，読ま

なきゃならないときに文献リサーチを開始する.それま

ではふだんは見ない.

F: それは高級な研究者だな.それだけ自信と力を持っ

ているんだ.

D: 毎週リサーチすると，かなり時聞をとられる.とこ

ろがひと月か 3 カ月に 1 度にするとたくさん見るのはい

やになっちゃうから，週 1 度ゃるのと同じくらいしか時

聞はかけない.でもけっこうできる.

F: 組織的に 10人くらいで各自ちがうテーマを持って読

むといいですよ.そして集まって訴す. iJ l席してたら読

んだ気になれる.

H: 僕も大学で、自分の関係のあるところだけ見て，あと

で話をしている.

J: なにかアブストラクト集を見ているみたいで、すね.

F: それでも必要なときに読むことが楽にできる.

D: そういう制度をつくったらし巾、ですね.私は待ち行

列の論文を書いているけど，文献リサーチは自分ではし

てなくて，こんなのあるかと人に聞いて頼っている.た

だ，専門のマルコフについてはコピーをとっている.

D: 将来興味が出そうだとしてコピーしているとキリが

かるということがわかっているといい.

J:ORはそれが大事だね.

G: そういう人をできるだけ身近においておくといい.

J こういうところにきて集まって仲ょくしておく.

G: そうすると東京に住んでいる人は得ですね.

B : t 、や最近は東京でも集まる機会は少ない. SSOR の

51司目ぐらいまでは，ふだん共同ゼミをしていたけど.

G: 大きな組織や研究煮の近くにいる人はそれで、ゃれま

すけど.

D: でもむしろプライベートな関係じゃないで、すか，日

本的に.あの人に聞けばイヤだというケチなことは討会わ

ないだろう，という.

便利な citation index 

G いちばんフォーマルなやり方は citation index を

利用することだと思いますよ.

J それはどういうの?

G: カナ夕、の大学にいたとき使いました.論文の著者ご

とに，その論文を引用している最近の論文までの著者と

雑誌のリストができている.Aから Z まで，百科事典よ

りもっと大きい.

J マネージメント・ザイエンスにかぎっているの?

G: 全分野が一緒になっている.これが大学図書館に置

いてあった.便利でした.アメリカの図書館連合かなに

かで、つくっている.日本ではどうなっているんでしょう

か.送ってもらうのも大変だ.電話帳サイズで20冊ぐら

し、あるああいうサーピスはアメリカはよくできている.

日本でもできないでしょうか.すると論文を書くときだ

けサーベイをすればいい.

D:ORだけでなく，全分野でなきゃ.

E: だれがつくるかですね.

D: むずかしけど事務的作業は単純でしょ.

G: 金と時間さえあればねェ.

E: 科学技術情報報センター (JICST) あたりでやって

くれでもし、し、ね.

J : JICST の文献情報使ってる?

D: ああやってないなという程度にね.自分でベストつ

くして文献リサーチしてあれば，それで・論文出しでもか

まわないと思いますね.

G: 載る場合はレフリーも知らなかったということでい

いでしょう.あとでわかることもある.

D， F: それでもしかたない.

D: それと投稿まえに， working paper とか discussion

paper とかいって，仮刷りにして関係の人にどんどん渡

しておくことですね.これをもっと日本でもはやらせて

ないでしょ.それと，お互いにあの人に聞けばここがわ いい. (次回からは周辺領域の雑誌紹介の予定です)
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